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歯
科
医
師
は

患
者
の
異
物
誤

飲
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
少
な
く

な
い
。
だ
が
口
だ
け
が
異
物

侵
入
経
路
で
は
な
い
。
耳
、

鼻
、
目
さ
ら
に
は
肛
門
か
ら

と
人
体
の
孔
か
ら
入
る
だ
け

で
な
く
、
傷
口
か
ら
入
っ

て
、
深
部
血
管
な
ど
に
止
ま

っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
小
児

は
豆
、
小
玩
具
、
虫
、
ボ
タ

ン
な
ど
を
誤
飲
す
る
。
ビ
ー

ズ
み
た
い
な
小
さ
い
物
は
、

親
の
気
付
か
な
い
間
に
胃
に

納
め
て
い
る
。
石
鹸
や
化
粧

品
な
ど
は
吐
か
さ
な
い
と
心

配
だ
。
こ
の
時
ば
か
り
は
歯

医
者
も
医
者
の
う
ち
で
「
何

と
か
せ
よ
」と
求
め
ら
れ
る
。

　

入
れ
歯
の
誤
飲
な
ら
口
腔

内
に
と
ど
ま
る
限
り
は
歯
科

医
師
の
手
に
負
え
る
。
ク
ラ

ス
プ
が
頬
粘
膜
に
刺
さ
っ
て

口
を
閉
じ
ら
れ
な
く
て
、
喋

れ
な
く
て
も
歯
科
医
院
に
は

来
ら
れ
る
。
入
れ
歯
の
ト
ラ

ブ
ル
は
誤
飲
だ
け
で
な
い
。

書
類
の
下
に
置
い
た
入
れ
歯

を
踏
み
つ
け
て
壊
し
た
り
、

座
敷
で
ペ
ッ
ト
の
犬
に
食
わ

れ
た
と
か
、
私
の
最
近
の
症

例
で
は
病
院
で
盗
ま
れ
た
と

訴
え
る
患
者
が
あ
っ
た
。
以

前
に
も
盗
ら
れ
た
と
い
う
。

犯
人
が
入
れ
歯
コ
レ
ク
タ
ー

な
ら
歯
科
医
師
の
手
に
は
負

え
な
い
。 

（
Ｓ
）

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を2月15日に更新しました。
URL
http://osk-net.org/job/

　

協
会
、
保
団
連
は
１
月
31
日
、
国
会
要
請
行
動
に
取
り
組

み
、「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
請
願
署
名
15

万
６
６
１
３
筆
を
国
会
議
員
ら
に
託
し
た
。
協
会
は
「
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
２
割
化
」
な
ど
安
倍
政
権
が
目
論
む
患
者

負
担
増
計
画
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
理
事
会
を
先
頭
に
昨

年
９
月
か
ら
署
名
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
署
名
は
９
３
２
人

（
協
力
率
22
・
４
％
）
の
会
員
が
協
力
し
、
１
万
８
１
８
８

筆
に
達
し
た
。
署
名
と
併
せ
て
実
施
し
た
「
ク
イ
ズ
で
考
え

る
私
た
ち
の
医
療
（
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
）」
は
、
４
７
２
５
人

が
応
募
（
協
会
集
計
分
）。
自
由
意
見
欄
に
は
、
２
千
人
以

上
か
ら
負
担
増
に
反
対
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

協
会

到
達

お礼ポスター
今号同封

　

要
請
行
動
に
は
協
会
か
ら

戸
井
逸
美
副
理
事
長
を
は
じ

め
役
員
ら
８
人
が
参
加
。
大

阪
選
出
の
国
会
議
員
ら
に
経

済
的
な
理
由
に
よ
る
患
者
の

受
診
抑
制
の
実
態
と
ク
イ
ズ

ハ
ガ
キ
に
寄
せ
ら
れ
た
負
担

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
は
都
道
府
県
単
位

と
な
り
、
財
政
運
営
を
都
道

府
県
が
、
実
務
を
市
町
村
が

行
う
。
国
保
料
計
算
も
今
年

か
ら
は
都
道
府
県
が
一
年
分

の
全
体
の
医
療
費
を
も
と
に

計
算
し
、
市
町
村
に
割
り
当

て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
阪
府
は
全
国
で
た
だ
一

つ
、「
統
一
国
保
」
を
６
年

後
の
２
０
２
４
年
か
ら
完
全

実
施
す
る
と
し
、「
大
阪
府

内
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
所
得

な
ら
同
じ
保
険
料
」
に
す
る

と
突
っ
走
っ
て
い
る
。
同
じ

保
険
料
に
す
る
た
め
に
独
自

の
一
般
会
計
法
定
外
繰
入

も
、
減
免
も
許
さ
な
い
、
自

治
体
が
住
民
の
た
め
に
よ
り

安
い
保
険
料
に
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
と
い
う
の
だ
。

医
療
費
に
格
差

　

し
か
し
、
大
阪
の
二
次
医

療
圏
は
大
阪
市
・
豊
能
・
三

島
・
北
河
内
・
中
河
内
・
南

河
内
・
堺
・
泉
州
と
分
け
ら

れ
る
が
、
果
た
し
て
こ
れ
ら

は
同
じ
医
療
水
準
だ
ろ
う

か
。
吹
田
市
民
病
院
や
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
が
着
々

と
完
成
す
る
一
方
で
大
阪
市

内
で
は
住
吉
市
民
病
院
が
な

く
な
り
、
大
阪
狭
山
市
か
ら

は
近
畿
大
学
附
属
病
院
が
な

く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
泉

南
地
域
や
河
南
地
域
で
は
出

産
す
る
病
院
も
な
い
、
小
児

科
も
な
い
、
と
い
う
声
を
頻

繁
に
聞
く
。
こ
れ
だ
け
の
医

療
水
準
の
格
差
が
あ
る
中
で

「
国
保
料
が
同
じ
な
ら
公
平

だ
」
と
言
わ
れ
て
納
得
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

　

１
月
、
19
年
度
の
大
阪
府

統
一
保
険
料
が
公
表
さ
れ

た
。
一
言
で
い
う
と
、
と
ん

で
も
な
く
高
い
保
険
料
で
あ

る
。
所
得
１
０
０
万
円
の
40

歳
代
夫
婦
と
未
成
年
の
子
ど

も
が
い
る
４
人
家
族
だ
と
21

万
円
、
所
得
２
０
０
万
円
だ

と
42
万
円
に
な
る
。
今
年
度

の
現
行
保
険
料
で
こ
ん
な
高

額
を
課
し
て
い
る
自
治
体
は

な
い
（
表
）。

天
井
知
ら
ず

　

統
一
国
保
料
は
、
一
人
あ

た
り
の
医
療
費
水
準
を
無
視

し
て
所
得
水
準
の
違
い
だ
け

で
保
険
料
を
決
め
る
た
め
、

国
保
加
入
者
の
所
得
水
準
の

高
い
自
治
体
の
保
険
料
が
高

く
な
る
。
さ
ら
に
は
、
健
診

事
業
な
ど
こ
れ
ま
で
市
町
村

が
行
っ
て
き
た
医
療
費
を
圧

縮
し
保
険
料
を
安
く
す
る
た

め
の
努
力
は
全
く
意
味
が
な

く
な
る
。
ま
た
、
統
一
国
保

は
国
保
特
別
会
計
が
黒
字
に

な
っ
て
も
保
険
料
を
下
げ
る

た
め
に
使
え
な
い
と
い
う
矛

盾
を
も
つ
。
こ
の
ま
ま
で
は

保
険
料
は
天
井
知
ら
ず
に
上

が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

大
阪
府
が
維
新
府
政
と
な

っ
て
始
ま
っ
た
統
一
国
保

は
、
府
民
の
「
国
保
料
を
払

え
る
金
額
に
し
て
欲
し
い
」

「
国
保
料
を
下
げ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
に
背
く
も

の
で
あ
る
。
カ
ジ
ノ
の
た
め

の
予
算
が
あ
る
の
な
ら
、
ま

ず
大
阪
府
と
し
て
国
保
料
引

下
げ
の
た
め
に
使
う
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
、
法
を
順
守

し
て
市
町
村
の
保
険
料
賦
課

権
限
（
保
険
料
を
決
定
す
る

権
限
）
を
保
障
し
、「
統
一

国
保
」
方
針
を
撤
回
す
べ
き

で
あ
る
。

　

沖
縄
県
で
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
是
非
を
問
う
県
民
投

票
（
２
月
14
日
告
示
、
24
日

投
開
票
）
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
受
け
、
小
澤
力
理
事
長

は
１
月
24
日
、
全
有
権
者
が

県
民
投
票
に
参
加
し
、
新
基

地
建
設
反
対
の
民
意
を
示
す

機
会
と
な
る
よ
う
求
め
る
談

話
を
発
表
し
た
。

　

協
会
は
県
民
投
票
が
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
重
要
な

機
会
で
あ
る
と
し
、
沖
縄
協

会
、
保
団
連
か
ら
の
要
請
に

応
じ
、
会
員
へ
の
募
金
を
呼

び
か
け
ま
す
。
募
金
は
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
民

意
を
示
す
沖
縄
協
会
に
届
け

ま
す
。
送
金
方
法
は
協
会
事

務
局
（
06
‐
６
５
６
８
‐
７

７
３
１
）
ま
で
。

応
じ
た
。
ま
た
、
大
門
実
紀

史
参
議
院
議
員
（
共
産
）
は

「
消
費
税
増
税
に
患
者
負
担

増
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
は
生

活
に
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
。
消
費
税
10
％
へ
の
増
税

は
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
野
党
一
丸
と
な
っ
て
安

倍
政
権
を
倒
す
し
か
な
い
」

と
強
調
し
、
署
名
を
受
け
取

っ
た
。
そ
の
他
、
辰
巳
孝
太

郎
参
議
院
議
員
（
共
産
）、

小
池
晃
参
議
院
議
員
（
共

産
）
に
署
名
を
託
し
た
。

（
次
号
に
要
請
議
員
一
覧
）

者
の
声
を
国
会
に
届
け
た

い
。
社
会
的
弱
者
を
守
り
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
政
治
の
役

割
だ
。
現
状
を
打
開
す
る
た

め
に
は
政
治
を
変
え
る
こ
と

が
必
要
だ
」
と
署
名
を
受
け

取
っ
た
。

　

山
下
芳
生
参
議
院
議
員

（
共
産
）
は
、「
安
倍
政
権

は
国
民
の
く
ら
し
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
暴
走
を
続
け
て

い
る
。
税
の
集
め
方
と
使
い

方
を
見
直
す
こ
と
で
患
者
負

担
軽
減
は
可
能
」
と
要
請
に

　

小
澤
理
事
長
は
昨
年
９
月

に
実
施
さ
れ
た
沖
縄
県
知
事

選
挙
で
新
基
地
建
設
反
対
を

掲
げ
た
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
歴

史
的
得
票
数
で
勝
利
し
た
こ

と
を
示
し
、「
県
民
が
辺
野

古
Ｎ
Ｏ
の
審
判
を
下
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
政
府
は
辺
野

古
埋
め
立
て
区
域
へ
の
土
砂

投
入
を
強
行
し
た
」
と
民
意

を
無
視
し
た
政
府
姿
勢
を
批

判
。
ま
た
、
宜
野
湾
、
宮
古

島
、
沖
縄
、
石
垣
、
う
る
ま

の
５
市
の
市
長
が
、
県
民
投

票
へ
の
不
参
加
を
表
明
し
た

こ
と
に
対
し
、「
県
民
投
票

は
、
県
民
の
重
要
な
意
見
表

明
の
機
会
。
沖
縄
県
の
市
町

村
長
・
議
員
の
方
は
、
県
民

の
権
利
を
実
現
す
る
憲
法
上

の
義
務
に
思
い
を
至
ら
せ
て

欲
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

投
票
不
参
加
を
表
明
し
た

５
市
は
、
賛
否
に
「
ど
ち
ら

で
も
な
い
」
を
加
え
た
３
択

で
投
票
す
る
条
例
改
定
に
伴

い
、
投
票
へ
の
参
加
を
決
め

た
。

　

協
会
は
、
憲
法
と
平
和
・

民
主
主
義
・
人
権
を
守
る
立

場
か
ら
、
沖
縄
の
新
基
地
建

設
に
反
対
し
、
沖
縄
県
民
の

総
意
に
も
と
づ
き
基
地
撤
去

を
求
め
て
い
る
。

増
に
反
対
す
る
切
実
な
声
を

示
し
、
政
府
が
進
め
る
負
担

増
計
画
の
撤
回
と
窓
口
負
担

の
軽
減
を
訴
え
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
村
上
史
好

衆
議
院
議
員
（
立
民
）
は
、

「（
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
の
）
患

署名協力のお礼ポスター
を今号に同封する。医院
でご活用ください。

国
会
要
請

１
万
８
１
８
８
筆

患者負担増を許さない
全国で署名15万６千筆超

沖縄県民投票

新基地建設反対の
意思を示そう　　
小澤力理事長が談話

募
金
協
力
の
お
願
い

表　大都市（政令市・中核市・県庁所在
地）の国保料上位10市との比較

モデル世帯（※）の所得 100万円 200万円
2019大阪府統一保険料 210,635 419,778
1 三重県・津市 175,710 396,960
2 北海道・函館市 174,095 400,990
3 大阪府・東大阪市 171,958 391,238
4 秋田県・秋田市 169,087 386,387
5 福岡県・久留米市 168,438 383,538
6 島根県・松江市 168,051 380,751
7 大阪府・大阪市 166,690 379,151
8 福井県・福井市 166,658 375,558
9 大分県・大分市 166,288 377,588
10 岐阜県・岐阜市 165,645 375,345
※40歳代夫婦と未成年の子ども２人の４人家族
※2018年中央社保協調査

右
か
ら
村
上
（
写
真
左
か
ら
２

人
目
）、
山
下
（
写
真
中
央
）、

大
門
（
写
真
右
か
ら
４
人
目
）

各
議
員

統
一
国
保
の
撤
回
を
求
め
る

カジノより
医療・福祉
大阪社会保障推進
協議会　事務局長
寺内 順子

３
〜
６
面
に
確
定
申
告
特
集
／「
青
色
申
告
決
算
書
付
表
」の
記
載
方
法
、「
個
人
所
得
税
の
主
な
改
正
事
項
」な
ど


